
片
山
虎
之
助
、
金
子
原
二
郎
、

熊
野
正
士
、
こ
や
り
隆
史
、
上

月
良
祐
、
酒
井
庸
行
、
里
見
隆

治
、
伊
達
忠
一
、
高
瀬
弘
美
、

滝
沢
求
鶴
保
庸
介
、
堂
故
茂


豊
田
俊
郎
、
中
泉
松
司
、
中
西

哲
、
中
西
祐
介
、
中
山
恭
子
、

長
峯
誠
、
二
之
湯
智
、
野
上
浩

太
郎
、
野
村
哲
郎
、
羽
田
雄
一

郎
平
木
大
作
、
平
山
佐
知
子


藤
川
政
人
、
古
川
俊
治
、
堀
井

巌
牧
野
た
か
お
、
丸
川
珠
代


三
浦
信
祐
、
宮
沢
由
佳
、
宮
沢

洋
一
森
ま
さ
こ
、
森
ゆ
う
こ


森
屋
宏
、
山
口
那
津
男
、
山
下

雄
平
、
山
本
一
太
、
吉
川
ゆ
う

み
、
吉
田
博
美
、
渡
辺
猛
之

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

漆
原
良
夫
、
小
川
淳
也
、
尾
身

朝
子
門
山
宏
哲
、
川
端
達
夫


木
内
均
、
前
原
誠
司
、
義
家
弘

介《
参
議
院
議
員
》

太
田
房
江
、
牧
山
ひ
ろ
え

〈
敬
称
略
〉

正
美
、
木
内
均
、
木
原
稔
、
木

村
弥
生
、
菊
田
真
紀
子
、
岸
信

夫
、
岸
田
文
雄
、
北
川
知
克
、

小
島
敏
文
、
後
藤
茂
之
、
郡
和

子
輿
水
恵
一
、
佐
々
木
隆
博


佐
々
木
紀
、
佐
藤
勉
、
塩
谷

立
、
階
猛
、
白
石
徹
、
鈴
木
馨

祐
、
鈴
木
淳
司
、
鈴
木
憲
和
、

鈴
木
義
弘
、
園
田
博
之
、
田
中

英
之
田
畑
裕
明
、
田
村
憲
久


平
将
明
、
高
木
宏
壽
、
髙
鳥
修

一
、
竹
下
亘
、
竹
本
直
一
、
武

井
俊
輔
、
武
田
良
太
、
橘
慶
一

郎
、
谷
垣
禎
一
、
津
島
淳
、
土

屋
品
子
、
寺
田
稔
、
冨
樫
博

之
、
冨
岡
勉
、
豊
田
真
由
子
、

中
野
洋
昌
、
永
岡
桂
子
、
長
尾

敬
、
長
崎
幸
太
郎
、
西
村
智
奈

美
西
村
康
稔
、
額
賀
福
志
郎


野
田
毅
橋
本
岳
、
濵
地
雅
一


原
田
義
昭
、
伴
野
豊
、
平
沼
赳

夫
、
福
井
照
、
福
島
伸
享
、
藤

原
崇
、
古
川
康
、
古
川
禎
久
、

古
田
圭
一
、
細
田
健
一
、
細
田

博
之
前
川
恵
、
牧
島
か
れ
ん


牧
原
秀
樹
、
松
浪
健
太
、
松
本

剛
明
松
本
文
明
、
松
本
洋
平


三
ツ
矢
憲
生
、
三
原
朝
彦
、
御

法
川
信
英
、
宮
内
秀
樹
、
宮
﨑

政
久
宮
路
拓
馬
、
武
藤
容
治


村
上
誠
一
郎
、
茂
木
敏
充
、
本

村
賢
太
郎
森
英
介
、
森
山
裕


保
岡
興
治
、
山
口
泰
明
、
山
下

貴
司
山
田
賢
司
、
山
本
公
一


山
本
拓
、
山
本
有
二
、
吉
川
貴

盛
吉
野
正
芳
、
笠
浩
史
若
狭

勝
、
若
宮
健
嗣
、
鷲
尾
英
一
郎

《
参
議
院
議
員
》

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
足
立
敏
之


伊
藤
孝
惠
、
石
井
浩
郎
、
石
井

苗
子
石
田
昌
宏
、
猪
口
邦
子


今
井
絵
理
子
、
江
島
潔
、
大
家

敏
志
太
田
房
江
、
岡
田
直
樹


田
所
嘉
德
、
田
野
瀬
太
道
、
高

木
宏
壽
、
髙
木
義
明
、
高
橋
ひ

な
こ
、
武
部
新
、
棚
橋
泰
文
、

谷
公
一
、
谷
川
と
む
、
土
屋
正

忠
、
と
か
し
き
な
お
み
、
中
川

康
洋
、
中
川
郁
子
、
中
谷
元
、

中
谷
真
一
、
中
根
一
幸
、
中
村

裕
之
長
島
忠
美
、
西
村
明
宏


野
田
聖
子
野
中
厚
、
野
間
健


葉
梨
康
弘
、
比
嘉
奈
津
美
、
平

口
洋
、
福
山
守
、
藤
丸
敏
、
堀

井
学
堀
内
詔
子
、
前
田
一
男


松
原
仁
、
三
ッ
林
裕
巳
、
宮
腰

光
寛
宮
澤
博
行
、
宮
下
一
郎


村
岡
敏
英
、
望
月
義
夫
、
盛
山

正
仁
、
八
木
哲
也
、
簗
和
生
、

山
本
幸
三
、
吉
川
元
、
義
家
弘

介
、
和
田
義
明
、
渡
辺
博
道

《
参
議
院
議
員
》

赤
池
誠
章
、
井
上
義
行
、

井

原
巧
、
石
井
正
弘
、
磯
﨑
仁

彦
、
衛
藤
晟
一
、
大
沼
み
ず

ほ
、
古
賀
友
一
郎
、
佐
藤
啓
、

佐
藤
信
秋
、
島
村
大
、
髙
階
恵

美
子
、
高
橋
克
法
、
滝
波
宏

文
、
塚
田
一
郎
、
馬
場
成
志
、

藤
木
眞
也
、
堀
井
巌
、
舞
立
昇

治
、
松
山
政
司
、
三
木
亨
、
三

宅
伸
吾
、
山
下
雄
平

【
国
会
議
員
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

赤
澤
亮
正
、
麻
生
太
郎
、
井
野

俊
郎
伊
佐
進
一
、
伊
藤
達
也


伊
藤
渉
、
池
田
道
孝
、
池
田
佳

隆
、
石
田
祝
稔
、
石
田
真
敏
、

石
破
茂
、
今
村
雅
弘
、
岩
屋

毅
、
江
﨑
鐵
磨
、
江
渡
聡
徳
、

遠
藤
利
明
、
小
渕
優
子
、
尾
身

朝
子
大
島
理
森
、
大
塚
高
司


岡
本
充
功
、
奥
野
信
亮
、
鬼
木

誠
、
門
山
宏
哲
、
金
子
恵
美
、

金
子
一
義
、
金
子
め
ぐ
み
、
金

田
勝
年
神
谷
昇
、
亀
井
靜
香


亀
岡
偉
民
、
河
井
克
行
、
河
野

官
、
根
本
幸
典
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
、
藤
井
比
早
之
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
、
石
川
雄
一
道

路
局
長
、
廣
瀬
隆
正
都
市
局
官

房
技
術
審
議
官

【
高
速
道
路
株
式
会
社
等
】

瀬
山
廣
直(

独)

日
本
高
速
道
路

保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事

長
、
廣
瀬
博
東
日
本
高
速
道
路

㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
宮
池
克

人
中
日
本
高
速
道
路
㈱
代
表
取

締
役
社
長
、
石
塚
由
成
西
日
本

高
速
道
路
㈱
代
表
取
締
役
社

長
、
宮
田
年
耕
首
都
高
速
道
路

㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
寺
尾
豊

阪
神
高
速
道
路
㈱
執
行
役
員
、

金
崎
智
樹
本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員

【
友
誼
団
体
】

谷
口
博
昭(

一
社)

日
本
道
路
協

会
会
長

【
国
会
議
員
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
山
周
平
、
穴
見
陽
一
、
安
藤

裕
、
井
上
信
治
、
井
上
貴
博
、

井
林
辰
憲
、
伊
藤
信
太
郎
、
伊

藤
忠
彦
、
石
川
昭
政
、
今
枝
宗

一
郎
、
岩
田
和
親
、
江
藤
拓
、

衛
藤
征
士
郎
、
小
里
泰
弘
、
小

田
原
潔
大
岡
敏
孝
、
大
見
正


逢
坂
誠
二
、
岡
下
昌
平
、
加
藤

寬
治
梶
山
弘
志
、
勝
沼
榮
明


金
子
万
寿
夫
、
金
子
恭
之
、
神

山
佐
市
河
村
建
夫
、
城
内
実


北
村
茂
男
小
松
裕
、
古
賀
篤


國
場
幸
之
助
、
左
藤
章
、
佐
田

玄
一
郎

佐
藤
英
道
、
坂
本
哲

志

新
谷
正
義
、
鈴
木
克
昌
、

鈴
木
俊
一
、
鈴
木
貴
子
、
瀬
戸

隆
一
関
芳
弘
、
薗
浦
健
太
郎


【
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
】

西
銘
恒
三
郎

【
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
】

増
子
輝
彦

【
国
土
交
通
省
】

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
、
田

中
良
生
国
土
交
通
副
大
臣
、
末

松
信
介
国
土
交
通
副
大
臣
、
大

野
泰
正
国
土
交
通
大
臣
政
務

大
臣
、
麻
生
太
郎
副
総
理
・
財

務
大
臣
、
二
階
俊
博
自
由
民
主

党
幹
事
長
、
山
口
那
津
男
公
明

党
代
表
な
ど
に
、
直
接
要
望
書

を
手
渡
し
、
道
路
整
備
の
促
進

な
ど
を
求
め
る
要
望
を
行
っ

た
。

〈
関
連
記
事
２
・
３
面
〉

備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議

会
会
長
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市

長
）
の
閉
会
の
辞
で
大
会
を
終

了
し
た
。

大
会
終
了
後
、
都
道
府
県
毎

に
国
会
議
員
に
要
望
活
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
特
別
要
望
活
動

と
し
て
、
石
井
啓
一
国
土
交
通

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
大

会
参
加
者
の
総
意
と
し
て
、
齊

藤
光
喜
全
国
街
路
事
業
促
進
協

議
会
代
表
（
秋
田
県
湯
沢
市

長
）
が
大
会
の
決
議
案
を
朗
読

し
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。最

後
に
大
久
保
太
一
道
路
整

が
国
に
お
い
て
、
緊
急
輸
送
道

路
や
避
難
路
な
ど
の
役
割
を
果

た
す
道
路
は
、
ま
さ
に
人
、
物

流
の
命
綱
、
命
の
道
で
あ
り
、

大
変
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
。
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
尾
﨑
正
直
全
国
高
速

道
路
建
設
協
議
会
会
長
（
高
知

県
知
事
）
が
「
全
国
に
は
、
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
道

路
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
こ
う
い
う
道
路
に
つ
い
て


日
々
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
災
害
時
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
に
、
着
実
な
整
備
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
｣

と
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
会
場
か
ら
は
速
水
雄

一
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

全
国
協
議
会
常
任
理
事
（
島
根

県
雲
南
市
長
）
の
発
言
が
あ
っ

た
。

橋
等
の
社
会
資
本
は
急
速
に
老

朽
化
し
、
本
格
的
な
更
新
時
期

を
迎
え
、
更
新
・
維
持
管
理
に

要
す
る
費
用
は
大
幅
に
増
加
す

る
。
国
に
よ
る
支
援
等
に
よ
り

国
・
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
早

急
に
補
修
・
補
強
を
行
う
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
」
、
増
子

輝
彦
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長

が
「
自
然
災
害
が
発
生
す
る
我

次
に
、
石
井
啓
一
国
土
交
通

大
臣
が
「
道
路
の
老
朽
化
対
策

や
無
電
柱
化
の
推
進
等
の
施
策

を
来
年
度
以
降
も
着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
必
要
な
公

共
事
業
予
算
を
安
定
的
・
持
続

的
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
、
西
銘
恒
三
郎
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
長
が
「
高
度
経

済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
道
路

は
じ
め
に
主
催
団
体
挨
拶
と

し
て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用

者
会
議
会
長
が｢

道
路
整
備
は


長
期
計
画
と
実
行
す
る
確
か
な

財
源
の
確
保
と
い
う
事
が
不
可

欠
で
あ
る
。
私
共
は
、
道
路
財

源
の
安
定
し
た
確
保
に
向
け
て

議
論
を
進
め
て
い
く
と
い
う
事

も
極
め
て
大
事
な
事
で
は
な
い

か
と
思
う
。
」
と
挨
拶
し
た
。

去
る
11
月
９
日
（
水
）
、
東
京
・
砂
防
会
館
に
お
い
て
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
、
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
、
全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
、
全
国
街
路
事
業
促
進
協
議

会
の
四
団
体
共
催
に
よ
る｢

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会｣

が
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
か
ら
地
方
自
治
体
関
係
者
や
ユ
ー
ザ
ー
関
係
者
ら
約
１
，
７
０
０
名
が
参
加
し
、

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
、
西
銘
恒
三
郎
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
、
増
子
輝
彦
参
議
院
国
土

交
通
委
員
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。

決

議

地
方
創
生
、
国
土
強
靱
化
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、
生
産
性
の
向

上
を
実
現
し
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
道
路

利
用
者
の
意
見
を
十
分
反
映
し
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的

か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
と
全
国
の
事
前
防
災
、
減
災
対
策

一
、
幹
線
道
路
の
耐
震
強
化
及
び
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
並

び
に
道
路
の
老
朽
化
対
策

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
未
整
備
区
間
の
解
消
、
暫
定
二
車
線
区

間
の
四
車
線
化
の
早
期
実
現

一
、
地
方
の
都
市
構
造
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一
、
通
学
路
や
生
活
道
路
、
踏
切
対
策
、
自
転
車
通
行
空
間
確
保
等

の
交
通
安
全
対
策

一
、
高
速
道
路
料
金
の
事
業
者
向
け
割
引
の
継
続

一
、
人
流
・
物
流
の
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
渋
滞
対
策

一
、｢

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ｣

や
「
道
の
駅
」
の
整
備
及
び
「
無
電
柱
化
」

の
推
進
並
び
に
「
Ｓ
Ａ･

Ｐ
Ａ
」
を
活
用
し
た
拠
点
の
形
成

一
、｢

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ｣

や｢

道
の
駅｣

に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

・
拡
張
及
び
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
バ
ス
停
な
ど
バ
ス
利
用
拠
点

の
整
備
・
改
善

長
期
安
定
的
に
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
二
十
九
年

度
道
路
関
係
予
算
は
要
求
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
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